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皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

お
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
存
じ
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。今

、
わ
が
国
は
激
動
の
世
紀
と
言

わ
れ
、
景
気
動
向
と
共
に
深
刻
な

経
済
的
、
政
治
的
、
社
会
的
諸
問
題
に

直
面
し
、
少
子
高
齢
化
や
地
球
規
模
で

の
環
境
問
題
、
更
に
、
国
際
化
等
か
ら

転
換
期
を
迎
え
、
抜
本
的
な
改
善
が
求

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
国
は
、
日
本
の
社
会
構
造
を

中
央
集
権
か
ら
地
域
主
権
へ
大
き
く
変

え
よ
う
と
し
て
お
り
、
そ
れ
に
対
応
す

る
た
め
に
は
、
自
治
体
の
経
営
規
模
や

能
力
が
、
こ
れ
で
十
分
な
の
か
、
問
わ

れ
て
い
る
時
代
で
す
。

「
国
か
ら
地
方
へ
」、「
官
か
ら
民
へ
」

の
発
想
に
基
づ
き
本
町
は
、
い
ち
早
く

町
内
各
種
団
体
等
か
ら
推
薦
い
た
だ
い

た
方
や
、
公
募
委
員
を
含
め
二
十
二
名

で
自
立
検
討
委
員
会
を
組
織
し
、
町
民

皆
様
の
ご
意
見
を
行
政
へ
、
積
極
的
に

反
映
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。ま

た
、
平
成
十
七
年
十
月
一
日
か
ら

は
「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
を
制
定

し
、
管
内
に
先
駆
け
町
民
、
議
会
、
行

政
が
一
体
で
出
来
る
こ
と
か
ら
先
々
と

進
め
て
い
く
体
制
を
取
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
条
例
は
、
全
道
で
も
数
少
な

い
市
町
村
が
制
定
し
実
行
し
て
お
り
、

本
町
に
お
い
て
は
、
互
い
が
研
究
し
合

い
、
つ
く
り
育
て
て
い
く
条
例
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。

市
町
村
合
併
で
は
、
危
機
的
な
財

政
状
況
を
背
景
と
し
た
国
の
都
合

で
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
合
併
旧
法

期
限
が
終
わ
り
、
平
成
十
七
年
四
月
か

ら
は
、
合
併
新
法
の
五
年
間
の
時
限
立

法
で
の
議
論
状
況
を
研
究
し
、
現
在
、

議
論
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

近
々
、
道
は
、
合
併
推
進
構
想
に
お
け

る
道
内
市
町
村
の
合
併
の
組
み
合
わ
せ

を
一
通
り
示
し
、合
併
を
推
進
す
る
旨
、

報
道
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

今
ま
で
と
違
っ
た
厳
し
い
内
容
に
な

る
も
の
と
思
わ
れ
、
踏
ま
え
て
市
町
村

も
厳
し
い
試
練
を
克
服
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
時
代
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
大

切
な
の
は
、
合
併
す
る
に
し
て
も
、
し

な
い
に
し
て
も
、
町
に
力
を
つ
け
る
こ

と
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

本
町
は
、
現
在
、
大
型
風
車
を
全

国
で
初
め
て
建
設
し
た
町
と
し
て

Ｐ
Ｒ
等
を
含
め
、
平
成
十
七
年
度
か
ら

風
力
発
電
推
進
市
町
村
全
国
協
議
会
の

会
長
と
し
て
、
全
国
各
地
で
開
催
さ
れ

る
全
国
風
サ
ミ
ッ
ト
や
、
当
協
議
会
主

催
の
全
国
風
力
発
電
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

東
京
霞
ヶ
関
で
開
催
し
、
関
係
市
町
村

は
勿
論
、
国
の
関
係
機
関
、
大
学
、
企

業
関
係
者
等
多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ

き
、
風
力
発
電
に
つ
い
て
東
京
か
ら
全

国
発
信
し
た
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
十
七
年
度
か
ら
本
町

で
は
、
電
源
開
発
（
株
）
が
全
国

で
初
め
て
風
車
の
大
型
蓄
電
シ
ス
テ
ム

の
運
用
化
を
始
め
、
国
直
轄
事
業
に
よ

る
第
三
種
苫
前
漁
港
の
整
備
、
道
事
業

で
の
古
丹
別
川
、
三
毛
別
川
の
改
修
、

力
昼
九
重
線
の
整
備
、
町
事
業
で
は
、

苫
前
地
区
の
下
水
道
整
備
、
町
民
に
よ

り
良
い
水
を
供
給
す
る
た
め
の
水
道
取

水
場
所
の
移
設
、苫
前
中
学
校
の
改
築
、

地
域
通
貨
の
定
着
活
用
な
ど
本
町
の
ま

ち
づ
く
り
も
着
々
と
進
め
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
町
民
の
憩
い
の
場
で
あ
る

「
と
ま
ま
え
温
泉
ふ
わ
っ
と
」
や
「
厚

生
病
院
」
に
つ
い
て
も
、
今
年
は
更
に

内
容
を
充
実
検
討
し
、
将
来
の
ま
ち
づ

く
り
に
負
担
の
掛
か
ら
な
い
よ
う
研
究

を
進
め
て
お
り
ま
す
。

本
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
ね
ら
い
は
、

町
の
活
性
化
を
図
り
な
が
ら
財
政
運
営

を
安
定
化
さ
せ
、
特
に
本
町
の
一
次
産

業
で
あ
る
農
業
、
漁
業
の
安
定
化
を
図

り
、
商
工
業
の
活
性
化
を
し
っ
か
り
確

立
さ
せ
る
対
策
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

本
町
の
将
来
に
と
っ
て
極
め
て
必
要
な

項
目
は
、
町
事
業
は
勿
論
、
国
並
び
に

道
事
業
も
含
め
、
関
係
機
関
等
と
の
連

携
を
深
め
な
が
ら
前
向
き
に
実
行
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
こ

れ
ま
で
の
国
に
判
断
を
仰
ぐ
時
代

か
ら
、
自
ら
基
準
を
確
立
し
な
い
と
乗

り
越
え
ら
れ
な
い
厳
し
い
時
代
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
成
長
を
支
え
て

き
た
横
並
び
の
安
心
感
か
ら
、「
自
主

自
立
」
や
個
性
あ
る
「
苫
前
町
ら
し
さ
」

を
推
し
進
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。苫
前
町
に
と
っ
て
、

極
め
て
大
切
な
時
期
で
あ
り
、
将
来
の

苫
前
町
を
し
っ
か
り
見
据
え
、
悔
い
の

残
ら
な
い
よ
う
町
民
皆
様
が
納
得
で
き

る
、
し
っ
か
り
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
皆

様
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
、
町
民
の
皆
様
が
お

元
気
で
住
み
や
す
い
、
活
気
に
あ

ふ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

日
本
で
、
初
め
て
導
入
し
た
大
型
風

車
も
蓄
電
研
究
施
設
を
備
え
て
、
安
定

し
て
今
も
し
っ
か
り
と
風
を
受
け
て
回

っ
て
お
り
ま
す
。
本
年
が
、
皆
様
に
と

っ
て
、
最
良
の
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

キ
ロ
ワ
ッ
ト

苫前町長　　森　　　利　男
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

輝
か
し
い
平
成
十
八
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
皆
様
に
新
春

の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
大
き
な
災
害
も
な
く
農
業
・
漁
業
に
お
い
て
収
穫
量
、

漁
獲
量
と
も
一
昨
年
を
上
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
国
内
の
景
気

は
回
復
し
た
と
は
言
え
、
道
内
の
景
気
の
回
復
は
、
一
向
に
上
向
き

に
転
じ
て
い
ま
せ
ん
。

国
は
財
政
難
に
よ
り
、
市
町
村
合
併
及
び
公
共
投
資
や
地
方
交
付

税
の
削
減
と
い
っ
た
地
方
へ
の
締
め
つ
け
を
一
段
と
強
め
、
市
町
村

合
併
で
は
、
新
合
併
特
例
法
の
も
と
新
た
な
段
階
に
入
っ
て
き
て
お

り
、
地
域
社
会
の
衰
退
に
つ
な
が
ら
な
い
の
か
、
危
惧
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
、
各
市
町
村
と
も
連
携
を
強
め
な
が
ら
、
し
っ
か
り
と
対

応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
地
方
交
付
税
削
減
に
よ
り
、
町
財
政
は
極
め
て
深
刻
な
状

況
を
迎
え
て
お
り
、
な
お
一
層
の
行
財
政
改
革
を
推
し
進
め
、
町
財

政
の
堅
持
に
傾
注
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。こ

の
町
に
住
ん
で
い
る
皆
さ
ん
が
、
こ
の
町
に
住
ん
で
よ
か
っ
た

と
実
感
し
、
他
所
の
人
達
に
、
ぜ
ひ
苫
前
町
に
住
み
た
い
と
思
わ
れ

る
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
昨
年
十
月
「
苫
前
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条

例
」
を
制
定
し
て
お
り
ま
す
。
か
つ
て
な
い
大
変
厳
し
い
時
代
を
迎

え
、議
会
は
町
と
一
丸
と
な
っ
て
風
雨
強
か
る
べ
き
明
日
に
向
か
い
、

一
生
懸
命
、
前
進
を
続
け
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
今
年
も
、
よ
り
一
層
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
今
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸

多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
、
私
の
新
年
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
て

苫
前
町
議
会
議
長
　
星
　
野
　
恭
　
司

新 年 あ い さ つ

本
年
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

間　宮　英　明 西　　　大　志 西　田　清　一
副議長

藤　田　憲　二
議　長

星　野　恭　司

浅　井　　　昭 林　　　秀　行 猫　島　　優 年　代　芳　則 青　木　幸　隆

議

会

事

務

局

小　阪　伸　一 阿　部　俊　一 柴　田　文　夫

事
務
局
長

総
務
係
長

書
記
（
供
任
）

〃〃

竹
　
内
　
　
　
勝

長
　
澤
　
ま
ゆ
み

成
　
川
　
　
　
敬

加
賀
谷
　
之
　
治

古
　
林
　
佑
　
介

議会だよりNo,62①
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第４回定例会
平
成
17
年
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
15
日
開
会
し
、
三
議
員
が
一
般

質
問
を
行
い
、
続
い
て
、
町
長
か
ら
条
例
、
補
正
予
算
な
ど
８
件
、
議

員
か
ら
意
見
案
２
件
が
提
案
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。
ま
た
、

決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
16
年
度
各
会
計
決
算
で
は
、
認

定
す
べ
き
と
決
定
を
し
た
。

町
道
除
排
雪
業
務
委
託
に
つ
い
て

今
冬
の
除
排
雪
業
務
委
託
料
は
、

軽
油
等
の
高
騰
に
よ
り
、
作
業
機
械

単
価
も
大
幅
な
値
上
が
り
を
見
せ
、

入
札
予
定
時
の
基
準
価
格
で
積
算
し

た
結
果
、
当
初
予
算
に
不
足
が
生
じ

る
た
め
、
除
排
雪
委
託
料
の
増
額
に

つ
い
て
協
議
し
た
。

《
十
一
月
十
七
日
開
催
》

指
定
管
理
者
制
度
導
入
の
公
募
要

項
等
に
つ
い
て

と
ま
ま
え
温
泉
「
ふ
わ
っ
と
」、
苫

前
町
な
な
か
ま
ど
の
館
、
苫
前
町
生

き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、

苫
前
町
若
者
交
流
セ
ン
タ
ー
の
施
設

を
管
理
す
る
、
管
理
者
選
定
に
関
す

る
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査
基
準

を
協
議
し
た
。

《
十
一
月
二
十
八
日
開
催
》

元
気
な
地
域
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て

近
年
、
個
々
の
酪
農
経
営
も
法
人

組
織
に
よ
る
作
業
体
系
に
よ
り
、
収

一 般 会 計 補 正 予 算
（
居
宅
支
援
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
負
担
金

一
七
〇
万
九
千
円
増
額
）

◇
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
保
険
給
付
費
二
、
九
二
九
万
八
千
円

増
額
）

◇
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
（
路

線
の
認
定
＝
昭
和
羽
幌
界
線
、
延
長
の
変

更
＝
東
川
川
南
線
、
羽
幌
長
島
線
）

◇
建
設
業
の
経
営
基
盤
の
安
定
お
よ

び
季
節
労
働
者
の
雇
用
と
生
活
の
安

定
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て

◇
都
道
府
県
漁
業
調
整
規
則
に
お
け

る
罰
則
強
化
に
つ
い
て
漁
業
法
の
改

正
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て
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補正額3、513万2千円を追加し、歳入、歳出予

算総額をそれぞれ47億3,517万9千円とする。

≪主な内容≫

元気な地域づくり事業補助金 2,901万6千円

昭和地区農業用排水路整備工事 184万0千円

小学生用防犯ブザー（安全対策） 25万2千円

議
案
の
主
な
内
容

◇
苫
前
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状

況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
（
地
方
公
務

員
法
が
改
正
さ
れ
、
人
事
行
政
の
運
営
等

の
状
況
の
公
表
）

◇
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例（
特
別
職

非
常
勤
の
町
内
日
当
支
給
の
廃
止
、
交
通

安
全
指
導
員
の
年
額
報
酬
を
日
額
報
酬
に

改
正
）

◇
一
般
会
計
補
正
予
算（
下
表
参
照
）

◇
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算

（
老
人
医
療
費
支
給
費
一
七
四
万
三
千
円

増
額
）

◇
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

産

業

厚

生

常
任
委
員
会
11月14日
開　催

穫
作
業
や
完
全
飼
料
の
供
給
な
ど
、

地
域
支
援
シ
ス
テ
ム
が
動
き
始
め
て

い
る
。
本
町
に
お
い
て
も
地
域
の
特

性
を
活
か
し
た
酪
農
基
盤
を
確
立
す

る
た
め
、
個
人
か
ら
共
同
化
へ
、
土

地
利
用
集
積
と
合
わ
せ
農
作
業
の
効

率
化
に
よ
る
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
本
年
十
月

農
業
生
産
法
人
が
設
立
さ
れ
、
作
業

効
率
の
向
上
に
よ
る
良
質
な
飼
料
の

確
保
と
品
質
の
高
い
完
全
飼
料
の
供

給
を
目
的
に
、
施
設
と
機
械
の
整
備

を
行
う
も
の
で
あ
る
。

（
事
業
主
体
）

農
業
法
人
　
　
ア
グ
リ
ラ
ン
ド

構
成
員
　
酪
農
家
十
四
戸

（
事
業
内
容
）

自
走
式
草
刈
機
ほ
か
関
連
機
械
七

台
、
農
機
具
格
納
庫
、
飼
料
調
整
棟
、

貯
蔵
施
設
、
管
理
事
務
所
な
ど

◇
事
業
費
　
二
億
九
、
〇
〇
〇
万
円

◇
補
助
金
　
一
億
　
　
六
〇
〇
万
円

◇
事
業
主
体
一
億
八
、
四
〇
〇
万
円

全

員

協

議

会

議会だよりNo,62②
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猫
　
島
　
議
　
員

こ
の
三
年
間
、
町
村
合
併
問
題
、

自
立
運
営
検
討
プ
ラ
ン
、
ま
ち
づ
く

り
基
本
条
例
の
制
定
、
指
定
管
理
者

制
度
の
採
択
と
難
題
に
向
か
い
、
今

後
予
想
さ
れ
る
諸
問
題
は
、
新
法
に

よ
る
合
併
問
題
、
広
域
連
合
、
三
位

一
体
の
改
革
、
道
州
制
な
ど
が
あ
る
。

行
政
上
最
重
要
課
題
は
何
か
、
所
見

を
伺
い
た
い
。

次
に
財
政
問
題
で
過
去
二
年
間
は

枠
配
分
方
式
を
取
っ
て
き
た
。
こ
の

方
式
は
単
純
、
明
快
、
矛
盾
な
し
に

見
え
る
が
、
継
続
的
に
用
い
る
と
生

き
た
財
政
へ
の
効
果
を
求
め
た
時
ク

オ
リ
テ
ィ
の
低
下
を
招
く
。

自
立
運
営
検
討
プ
ラ
ン
の
一
〇
〇

か
ら
九
〇
へ
の
議
論
も
大
切
だ
が
、

時
に
は
一
〇
〇
か
、
ゼ
ロ
の
議
論
も

深
め
る
べ
き
だ
。
新
年
度
予
算
編
成

に
当
た
り
重
要
課
題
を
ど
こ
に
置
い

て
取
り
組
む
の
か
伺
い
た
い
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
維
持
し

な
が
ら
の
運
営
に
は
、
効
率
的
な
行

政
運
営
が
重
要
だ
。
現
在
「
第
四
次

苫
前
町
行
政
改
革
大
綱
」
の
策
定
を

進
め
て
い
る
が
、
地
方
分
権
時
代
に

ふ
さ
わ
し
い
行
政
シ
ス
テ
ム
の
構
築

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
合
併

旧
法
で
の
合
併
協
議
の
破
綻
に
よ
り
、

当
面
、
自
立
に
向
け
て
効
率
的
・
効

果
的
な
行
政
運
営
を
推
進
す
る
た
め
、

広
域
的
な
連
携
を
一
層
強
化
す
る
必

要
が
あ
り
、
今
後
、
研
究
･
検
討
を

進
め
た
い
。

三
位
一
体
改
革
に
つ
い
て
は
、
地

方
分
権
に
対
応
し
う
る
体
制
を
強
化

し
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
に
も
ま
し
て
徹

底
し
た
行
政
経
費
の
削
減
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
道
の
事
務
事
業

の
う
ち
、
道
州
制
の
も
と
で
は
、
よ

り
住
民
に
近
い
市
町
村
が
実
施
す
る

事
が
望
ま
し
い
と
思
う
。

ご
指
摘
事
項
に
つ
い
は
、
相
互
に

関
連
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
本
町
の
将

来
に
渡
っ
て
の
方
向
性
を
決
定
す
る

重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
検
討
に
際
し
て

は
、
議
会
で
の
議
論
、
町
民
へ
の
積

極
的
な
行
政
情
報
の
提
供
を
図
り
、

意
見
を
最
大
限
尊
重
し
、
町
民
が
納

得
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向

け
て
取
り
組
み
た
い
。

平
成
十
八
年
度
予
算
編
成
方
針
で

は
、
行
政
改
革
大
綱
の
実
現
を
目
指

し
、「
枠
配
分
方
式
」
に
よ
る
経
費
の

削
減
と
合
理
化
に
努
め
た
い
。
政
策

的
経
費
に
つ
い
て
も
、
優
先
順
位
を

も
と
に
厳
選
し
、
投
資
の
適
正
化
を

図
り
た
い
。

「
ク
オ
リ
テ
ィ
」
と
い
う
考
え
に

つ
い
て
は
、
各
担
当
課
に
お
い
て
町

民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
た
上
で
、

予
算
編
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
も
の

と
考
え
る
。

西
　
　
議
　
員

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
事
業
・
政

策
な
ど
の
情
報
の
共
有
化
に
向
け
た

施
策
の
展
開
方
法
に
つ
い
て
、
今
一

つ
認
識
の
統
一
が
見
ら
れ
な
い
印
象

を
受
け
る
。
そ
の
た
め
施
行
規
則
を

作
る
必
要
性
等
を
感
じ
る
。
ま
た
、

ど
の
様
に
運
用
し
て
い
く
か
認
識
を

伺
い
た
い
。

現
在
、
総
合
振
興
計
画
や
行
政
改

革
実
施
計
画
等
の
検
討
を
行
い
、
周

知
用
広
報
誌
の
作
成
や
説
明
会
、
町

民
意
見
提
出
制
度
等
を
実
施
す
る
予

定
。
町
が
行
う
政
策
・
事
業
は
す
べ

て
総
合
振
興
計
画
に
根
拠
を
置
く
。

当
該
施
策
及
び
事
業
を
説
明
し
、
情

報
の
共
有
化
に
努
め
た
い
と
考
え
て

い
る
。
情
報
の
共
有
化
、
町
民
参
加

に
関
す
る
実
務
の
取
り
扱
い
を
統
一

し
た
施
行
規
則
・
要
綱
、
規
程
な
ど

の
必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

西
　
　
議
　
員

平
成
十
八
年
度
予
算
の
情
報
提
供

を
す
べ
き
で
、
総
合
振
興
計
画
と
の

整
合
性
が
保
た
れ
る
予
算
と
な
る
の

か
。
基
本
計
画
・
実
施
計
画
を
ど
の

様
に
策
定
す
る
の
か
。
そ
の
他
計
画

も
含
め
た
進
行
状
況
・
内
容
説
明
と

平
成
十
八
年
度
予
算
と
の
整
合
性
の

確
保
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

予
算
に
係
る
町
民
へ
の
情
報
提

供
・
説
明
を
考
え
て
い
る
。

そ
の
内
容
は
調
査
研
究
中
だ
が
、

十
八
年
度
予
算
の
周
知
か
ら
対
応
し

て
い
き
た
い
。
総
合
振
興
計
画
と
予

算
の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、
予
算

編
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
計
画
期

間
中
に
お
け
る
計
画
の
検
証
を
行
う

た
め
に
、
別
に
実
施
計
画
を
策
定
し
、

ロ
ー
リ
ン
グ
方
式
に
よ
る
検
討
を
加

え
検
証
す
る
。

西
　
　
議
　
員

近
隣
市
町
村
で
医
師
撤
退
が
叫
ば

れ
る
中
、
町
と
し
て
地
域
医
療
を
ど

の
様
に
確
立
さ
せ
る
の
か
。
近
隣
市

町
村
と
の
広
域
的
な
取
り
組
み
の
必

要
性
を
感
じ
る
が
、
ど
う
お
考
え
か
。

医
療
過
疎
と
も
言
え
る
状
況
で
緊
急

的
な
医
療
体
制
を
整
え
る
対
策
は
何

か
。機

能
充
実
を
図
り
、
安
心
し
て
受

診
が
で
き
、
的
確
な
医
療
行
為
や
指

導
・
助
言
が
確
保
で
き
る
よ
う
地
域

医
療
の
確
立
を
目
指
す
。
一
次
医
療

機
関
の
同
意
の
も
と
、
道
内
二
次
三

次
医
療
機
関
と
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
や
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
の

構
築
が
必
要
と
考
え
る
。
現
在
、
消

防
古
丹
別
支
署
に
は
三
名
の
救
急
救

命
士
が
お
り
、
早
い
時
期
に
高
規
格

救
急
車
の
配
置
を
実
現
し
、
住
民
の

不
安
解
消
、
重
症
化
予
防
を
担
う
体

制
づ
く
り
を
構
築
し
た
い
。

阿
　
部
　
議
　
員

財
政
健
全
化
に
向
け
、
予
算
の
枠

配
分
方
式
を
数
年
続
け
て
来
た
が
、

決
算
で
の
不
用
額
が
少
額
と
な
っ
て

い
る
事
は
、
削
減
の
限
界
を
示
唆
し

て
い
る
。
歳
入
に
お
い
て
税
収
と
地

方
交
付
税
は
、
表
裏
一
体
で
あ
り
、

報
わ
れ
る
努
力
は
極
わ
ず
か
で
あ
る
。

国
は
、
地
方
の
自
立
を
促
す
が
、
自

立
の
出
来
ず
ら
い
制
度
は
そ
の
ま
ま

で
あ
る
。
今
ま
で
の
行
政
概
念
に
と

ら
わ
れ
ず
、
交
付
税
の
影
響
を
受
け

な
い
政
策
を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
例
え
ば
、
風
車
企
業
に
対
し
、

固
定
資
産
税
を
免
除
し
協
力
金
に
上

乗
せ
る
。
蓄
電
施
設
も
同
様
に
、
目

的
税
を
掛
け
、
環
境
整
備
に
よ
る
一

般
会
計
支
出
を
抑
え
る
な
ど
智
恵
が

必
要
と
思
う
が
、
厳
し
い
時
代
を
乗

り
切
る
決
意
を
伺
い
た
い
。

基
準
財
政
収
入
額
に
算
入
さ
れ
な

い
町
独
自
の
収
入
は
、
手
数
料
、
使

用
料
、
財
産
収
入
等
で
あ
り
、
見
直

し
を
含
め
検
討
し
た
い
。
新
た
な
目

的
税
は
調
査
、
研
究
を
し
た
い
。
同

時
に
国
に
対
し
、
交
付
税
の
算
定
に

お
い
て
算
入
率
の
引
き
下
げ
を
要
望

す
る
。

森
町
政
４
年
目
に
向
け
て
の
行
財

政
へ
の
課
題
及
び
対
応
に
つ
い
て

一
般
質
問
（
三
議
員
）

答
　
弁
　
／
　
森
　
　
町
　
長

苫
前
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の

運
用
方
法
と
そ
の
認
識
に
つ
い
て

平
成
18
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

地
方
を
取
り
巻
く
医
療
体
制
に

つ
い
て

地
方
交
付
税
に
影
響
の
な
い

自
主
財
源
の
模
索

議会だよりNo,62③

答
　
弁
　
／
　
森
　
　
町
　
長

答
　
弁
　
／
　
森
　
　
町
　
長

答
　
弁
　
／
　
森
　
　
町
　
長

答
　
弁
　
／
　
森
　
　
町
　
長
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一
般
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

質
　
西
　
委
員

一
点
目
に
、
ロ
ケ
地
調
査
及
び
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
公
開
委
託
事
業
の
成
果

に
つ
い
て
、
二
点
目
に
、
成
人
保
健

対
策
検
診
等
委
託
業
務
で
の
検
診
さ

れ
た
方
々
の
評
価
及
び
状
況
に
つ
い

て
、
三
点
目
に
、
ウ
ニ
の
人
工
種
苗

放
流
事
業
の
結
果
及
び
事
業
展
開
の

経
過
説
明
を
、
四
点
目
に
、
風
車
ま

つ
り
で
の
住
民
参
加
を
期
待
し
た
い

と
の
思
い
と
事
業
の
評
価
に
つ
い
て
、

五
点
目
に
乳
幼
児
家
庭
教
育
で
の
事

業
効
果
に
つ
い
て
説
明
願
う
。

答
　
山
田
企
画
振
興
課
長

一
点
目
の
ロ
ケ
地
調
査
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
公
開
委
託
事
業
は
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る
事
に
よ
り
、

観
光
振
興
が
目
的
で
国
の
一
〇
〇

補
助
の
雇
用
対
策
事
業
で
す
。
効
果

と
し
て
、
三
名
が
雇
用
で
き
、
映
像

公
開
に
よ
り
町
の
Ｐ
Ｒ
及
び
観
光
客

の
増
加
に
寄
与
し
て
い
る
と
考
え
ま

す
。

四
点
目
の
風
車
ま
つ
り
で
す
が
、

十
六
年
に
比
べ
本
年
は
、
更
に
住
民

参
加
が
促
せ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
地
域
振
興
に
大
き
く
寄
与
す

る
よ
う
考
え
て
お
り
ま
す
。

答
　
渡
辺
町
民
課
長

成
人
保
健
対
策
検
診
業
務
に
つ
い

て
で
す
が
、
基
本
検
診
、
各
種
ガ
ン

検
診
な
ど
、
町
及
び
職
場
検
診
等
を

合
わ
せ
三
六
・
五
　
相
当
の
数
字
と

な
り
ま
す
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て

お
り
、
本
人
へ
の
指
導
、
ア
ド
バ
イ

ス
な
ど
を
適
切
に
進
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

答
　
河
端
農
林
水
産
課
長

ウ
ニ
の
種
苗
関
係
で
す
が
、
毎
年

苫
前
と
力
昼
に
五
万
粒
ず
つ
放
流
し

て
い
ま
す
。
年
毎
に
水
揚
げ
に
差
が

で
ま
す
が
、
十
七
年
度
は
六
ト
ン
の

水
揚
げ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

豊
浦
地
区
よ
り
放
流
場
所
を
変
え

る
な
ど
調
査
を
し
な
が
ら
実
績
を
残

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

答
　
伊
藤
社
会
教
育
課
長

乳
幼
児
家
庭
教
育
の
事
業
件
数
は

年
間
三
十
一
講
座
開
催
し
て
い
ま
す
。

ラ
ッ
コ
ク
ラ
ブ
、
カ
ン
ガ
ル
ー
ス
ク

ー
ル
な
ど
の
他
、
乳
幼
児
か
ら
の
ブ

ッ
ク
ス
タ
ー
ト
な
ど
、
本
の
普
及
も

実
施
し
て
ま
す
。

質
　
青
木
委
員

各
種
保
険
料
、
使
用
料
等
の
滞
納

繰
越
が
十
五
年
度
で
六
二
六
万
円
、

十
六
年
度
で
七
一
五
万
円
と
増
え
て

い
る
。
昨
年
の
決
算
委
員
会
で
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作
り
、
収
納

に
努
力
と
の
言
葉
が
あ
っ
た
が
、
こ

の
一
年
間
の
経
過
を
説
明
願
う
。

答
　
斉
藤
助
役

昨
年
の
委
員
会
後
に
各
関
係
課
連

絡
会
議
を
行
い
、
横
の
連
絡
を
密
に

し
た
対
策
本
部
を
設
置
し
、
収
納
事

務
に
あ
た
り
ま
し
た
が
、
増
額
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
督
促
状
、
催
告
状
、

き
つ
い
内
容
の
催
告
状
な
ど
、
又
、

国
保
に
関
し
て
は
三
か
月
毎
の
保
険

証
発
行
な
ど
納
付
相
談
、
納
税
促
進

を
図
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
以
上
の

事
に
な
り
ま
す
と
法
的
関
係
も
考
え

な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

質
　
青
木
委
員

監
査
意
見
で
は
面
接
の
強
化
、
納

入
促
進
と
あ
り
ま
す
が
、
助
役
を
筆

頭
に
し
て
の
徴
収
業
務
が
必
要
だ
。

忠
実
に
仕
事
を
し
て
こ
そ
、
職
員
の

評
価
が
上
が
る
し
、
税
を
基
本
に
行

政
の
仕
事
を
し
て
い
る
事
を
認
識
す

べ
き
だ
。

答
　
斉
藤
助
役

対
策
本
部
長
と
し
て
、
職
員
一
丸

と
な
り
徴
収
に
努
力
を
致
し
ま
す
。

質
　
阿
部
委
員

住
宅
使
用
契
約
に
お
い
て
、
保
証

人
の
連
帯
性
な
ど
契
約
書
に
、
不
備

は
な
い
の
か
。

答
　
村
田
建
設
課
長

昨
年
、
保
証
人
と
の
話
し
合
い
の

な
か
で
は
、
徴
収
ま
で
は
厳
し
さ
を

感
じ
て
い
ま
す
。
連
帯
保
証
人
を
含

め
た
裁
判
に
関
し
て
は
、
も
う
少
し

勉
強
し
、
検
討
し
た
い
。

答
　
斉
藤
助
役

過
去
の
契
約
内
容
で
、
連
帯
保
証

人
に
な
っ
て
い
な
い
契
約
に
つ
い
て

は
、
再
度
契
約
の
変
更
を
検
討
し
ま

す
。

質
　
西
田
委
員

住
宅
使
用
料
滞
納
繰
越
分
の
内
、

九
六
万
円
の
収
入
が
あ
る
が
、
件
数

は
何
件
か
。
ま
た
、
不
能
欠
損
を
起

こ
す
年
数
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

答
　
村
田
建
設
課
長

収
入
件
数
は
五
件
で
す
。

答
　
岡
田
総
務
財
政
課
長

時
効
扱
い
に
は
、
多
様
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。
住
所
不
定
等
、
五
年
間

の
経
過
後
、
不
能
欠
損
を
起
こ
す
事

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

質
　
西
　
委
員

町
税
、
地
方
交
付
税
の
落
ち
込
み

議会だよりNo,62④

決算審査特別委員会

平成１６年度　決算認定

平成１７年１０月２４・２５日開催

決
算
審
査
に
対
す
る
質
疑

花風車公園を楽しむ親子

母子に読み聞かせを行う図書室サポーター

質答

答答答質

答質

質質 答答答答答質

パ
ー
セ
ン
ト

パ
ー
セ
ン
ト
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議会だよりNo,62⑤

に
つ
い
て
の
分
析
検
証
、
見
解
を
伺

い
た
い
。

答

岡
田
総
務
財
政
課
長

交
付
税
に
関
し
て
は
、
三
位
一
体

改
革
で
の
影
響
と
思
い
ま
す
。
町
税

の
落
ち
込
み
は
、
景
気
の
低
迷
と
風

力
発
電
機
の
減
価
償
却
資
産
の
落
ち

込
み
が
主
で
す
。

質

西
　
委
員

町
政
執
行
方
針
に
お
い
て
、
自
主

財
源
確
保
に
取
り
組
む
と
言
わ
れ
た

が
、
そ
の
方
策
は
ど
ん
な
も
の
だ
っ

た
の
か
、
決
算
結
果
の
判
断
を
伺
う
。

答

岡
田
総
務
財
政
課
長

自
主
財
源
確
保
の
件
で
は
、
保
育

料
の
見
直
し
、
遊
休
資
産
の
売
却
、

税
・
使
用
料
の
徴
収
向
上
等
で
す
が
、

効
果
は
微
増
で
あ
り
ま
す
。

今
後
、
財
政
の
健
全
化
を
図
る
に

は
、
公
債
費
の
償
還
額
を
早
く
に
圧

縮
す
る
事
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
自
立

検
討
委
員
会
の
具
申
を
踏
ま
え
、
手

数
料
等
の
見
直
し
、
又
、
新
た
な
る

税
の
創
設
な
ど
を
検
討
し
、
小
さ
な

行
政
を
推
進
す
る
べ
き
か
と
考
え
ま
す
。

質

西
　
委
員

経
常
経
費
の
削
減
努
力
は
十
分
く

み
取
れ
ま
す
が
、
今
後
使
用
料
・
手

数
料
の
増
額
で
財
源
が
カ
バ
ー
出
来

る
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。「
人
件
費

に
も
手
が
掛
か
る
の
で
は
」
と
心
配

し
ま
す
。
産
業
系
の
予
算
も
含
め
十

六
年
度
の
施
策
展
開
の
中
で
感
ず
る

と
こ
ろ
、
新
年
度
に
向
け
て
の
方
向

性
に
つ
い
て
町
長
に
伺
い
た
い
。

答

森
　
町
長

国
の
三
位
一
体
改
革
の
進
行
が
、

遅
れ
て
い
る
。
状
況
を
み
な
が
ら
財

政
や
予
算
を
考
え
な
く
て
は
い
け
な

い
。
行
政
の
ス
リ
ム
化
は
十
一
年
か

ら
十
五
年
ま
で
五
　
の
予
算
を
減
額
。

十
六
年
、
十
七
年
は
一
〇
　
の
減
額

を
す
る
な
ど
進
め
て
い
る
が
、
将
来

に
影
響
す
る
懸
案
事
項
も
あ
り
、
ト

ー
タ
ル
の
中
で
基
金
の
あ
る
内
に
、

町
の
将
来
の
目
途
を
つ
け
た
い
。
人

件
費
に
お
い
て
も
地
域
的
な
人
事
院

勧
告
も
あ
り
、
職
員
の
意
識
高
揚
を

妨
げ
な
い
よ
う
研
究
し
た
い
。
委
員

か
ら
以
前
、
起
債
制
限
の
話
し
も
あ

り
ま
し
た
が
、
将
来
を
考
え
て
執
行

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
国
の
状
況
、

確
立
を
見
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

質

林
　
委
員

苫
前
中
学
校
の
建
設
費
で
十
六
年
、

十
七
年
の
継
続
事
業
の
中
、
四
対
六

の
事
業
費
割
合
を
し
た
が
、
不
用
額

を
出
し
て
い
る
、
債
務
負
担
行
為
と

は
い
え
、
四
〇
　
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

予
算
内
で
あ
れ
ば
不
用
額
を
出
さ
ず

支
出
す
る
べ
き
で
は
。

答

伊
藤
管
理
課
長

十
六
年
度
工
事
の
入
札
執
行
残
は

不
用
額
が
適
当
と
判
断
し
ま
し
た
。

答

廣
瀬
教
育
長

林
委
員
の
質
問
内
容
は
、
十
分
理

解
で
き
ま
す
。
予
算
執
行
は
で
き
ま

す
が
、
補
助
基
準
に
連
動
し
た
歳
出

と
理
解
頂
き
た
い
。

◎
苫
前
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
　

決
算
認
定
に
つ
い
て

◎
苫
前
町
老
人
保
健
特
別
会
計
決
算
　

認
定
に
つ
い
て

◎
苫
前
町
介
護
保
険
特
別
会
計
決
算
　

認
定
に
つ
い
て

（
保
険
事
業
勘
定
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
　
　

勘
定
）

◎
苫
前
町
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
　
　

決
算
認
定
に
つ
い
て

◎
苫
前
町
下
水
道
事
業
特
別
会
計
決
　

算
認
定
に
つ
い
て

◎
苫
前
町
風
力
発
電
事
業
特
別
会
計
　

決
算
認
定
に
つ
い
て

◎
財
産
に
関
す
る
調
書
、
基
金
の
決
　

算
認
定
に
つ
い
て

総
括
質
疑

質

林
　
委
員

決
算
全
般
を
見
て
、
非
常
に
厳
し

い
予
算
の
中
、
各
節
間
の
流
用
な
ど

苦
労
が
伺
え
る
。
職
員
に
敬
意
を
表

し
た
い
。

住
宅
使
用
料
滞
納
問
題
で
も
徴
収

の
努
力
は
見
え
ま
す
。
問
題
は
、
公

住
の
修
繕
等
で
あ
り
ま
す
。
早
く
に

し
て
オ
ー
ル
電
化
の
修
繕
も
出
て
い

る
。
屋
根
も
ペ
ン
キ
塗
り
を
怠
っ
て

の
修
繕
が
あ
る
か
と
思
う
。
耐
用
年

数
を
延
ば
す
管
理
を
考
え
て
欲
し
い
。

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
職
員
に
は

智
恵
を
出
し
て
頂
き
た
い
。

一
つ
は
、
住
宅
使
用
料
と
公
債
費

の
関
係
で
あ
り
、
三
千
三
百
万
円
ほ

ど
足
り
な
い
。
規
制
の
中
で
の
賃
貸

で
あ
る
が
改
善
を
望
み
た
い
。

二
つ
目
は
「
ふ
わ
っ
と
」
使
用
の

バ
ス
で
あ
る
。
町
全
体
で
の
有
効
な

利
用
を
考
え
て
欲
し
い
。

最
後
に
Ｉ
Ｔ
関
係
で
あ
る
が
、
今

後
は
も
っ
と
利
用
が
多
く
な
る
だ
ろ

う
と
思
う
。
委
託
費
等
も
増
え
て
お

り
、
職
員
に
技
術
講
習
を
受
け
て
貰

い
出
来
る
だ
け
自
前
で
賄
え
る
よ
う

推
進
す
べ
き
で
あ
る
。

答

森
　
町
長

ご
指
摘
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、

研
究
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
ペ
ン
キ
塗

り
等
も
年
次
計
画
を
も
っ
て
管
理
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
バ
ス
に
於
か
れ

ま
し
て
も
、「
ふ
わ
っ
と
」
と
協
議
し
、

空
い
て
る
時
間
帯
で
の
利
用
を
研
究

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
Ｉ
Ｔ
関
係

は
、
係
長
ク
ラ
ス
が
中
心
に
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
を
手
が
け
て
い
ま
す
。

更
な
る
財
政
の
軽
減
に
向
け
、
進
め

て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

委 員 全 員 の 賛 成 に よ り 決 算 認 定 が 行 わ れ る

答質答質

答答 答 質

質

答

第

４

回

臨

時

会

11
月
18
日
開
催

平
成
十
七
年
第
四
回
臨
時
会

は
、
十
一
月
十
八
日
開
会
し
、
町

長
か
ら
提
案
さ
れ
た
３
件
が
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。

苫
前
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

全
て
の
俸
給
月
額
を
〇
・
三
％

引
き
下
げ
、
扶
養
手
当
を
月
額
五

〇
〇
円
引
き
下
げ
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算

補
正
額
五
六
一
万
四
千
円
を
追

加
し
、
総
額
四
七
億
四
万
七
千
円

と
す
る
。（
保
健
師
の
職
員
手
当
、

道
路
除
排
雪
委
託
料
、
力
昼
小
学

校
住
宅
の
建
設
補
助
金
の
償
還
金

等
増
額
）

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

補
正
額
七
〇
万
円
を
追
加
し
、

総
額
一
億
一
、
七
八
三
万
一
千
円

と
す
る
。（
水
洗
便
所
改
造
補
助

金
の
増
額
）

住宅下水道工事の風景

パ
ー
セ
ン
ト

パ
ー
セ
ン
ト

パ
ー
セ
ン
ト
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平成16年度決算
町では、年２回まちの財政事情を公表しています。
今回は、平成16年度決算についてお知らせします。

一 般会計

平成16年度一般会計の決算状況は、歳入総額43億6,632万円に対し、歳出総額43億6,198万円、差引434
万円の剰余金が生じましたが、実質的には不足財源分として1億2,098万円を基金より繰り入れました。
歳入においては、歳入の大半を占める地方交付税が前年度より7,996万円減少しましたが、国庫支出金

（主に苫前中学校建設事業分）が1億3,351万円の増、地方譲与税1,252万円の増などにより、総額で前年度
決算よりも1億3,671万円の増額となりました。
一方、歳出では、主なものとして教育費が前年度より1億5,858万円（主に苫前中学校建設事業費）、公債
費（借金の返済）が8,087万円、総額では1億4,763万円それぞれ増額となっております。
また、台風18号、留萌南部地震等の災害復旧費は、3,168万円（対前年度2,843万円増）の支出となりま
したが、翌年度へ1億5,250万円分もの予算を繰り越し、復旧に充てることとしております。

種　　　別

町債（元金 )

町 債（利息 )

債務負担行為額

簡 易 水 道 債

下 水 道 債

風 力 発 電 債

合　　　　計

◆わが町の借金
※公営企業債については利息を含む

◆わが町の財産

◆わが町の貯金

建　物

土　地

出資金

貸付金

物品等

71,536㎡

1,461万㎡

1億3,393万円

248万円

1億9,466万円以上

金 額（万円）

78億8,416

9億4,150

20億4,286

15億3,947

18億7,311

2億5,471

145億3,581

基　金　の　種　類

財 政 調 整 基 金

減 債 基 金

羽幌線代替輸送確保基金

文 化 振 興 基 金

公 共 施 設 等 整 備 基 金

ま ち お こ し 基 金

地 域 福 祉 基 金

土 地 開 発 基 金

産 業 振 興 基 金

特 別 会 計 基 金

合　　　　　　計

金 額（万円）

5億2,496 

4億4,515

2億7,461

540

2億2,991

1億6,834

1億3,798

3,695

3億 580

1億8,756

23億1,666

◆町民一人に使われたお金（1,051千円）
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被保険者の医療費の７割給付、出産育児金や葬祭費な
どの給付を行っています。町内の国民健康保険の加入
者数は990世帯、2,151人となっています。

○歳　　　　入

保　険　税

国庫支出金

一般会計から

その他

○歳　　　　出

保険給付費

老人拠出金

そ　の　他

◇会計の貯金

５億　　７１３万円

１億７，１１８万円

２億１，４８０万円

４６６８万円

７４４７万円

４億９，２００万円

３億１，９６０万円

１億１，６８９万円

５，５５１万円

１億４，００３万円

≪下水道事業特別会計≫

苫前地区の下水管渠の布設、下水道浄化センターの建
設を行いました（H17年度より苫前地区供用開始）。

○歳　　　　入

国庫支出金

借入金

一般会計から

その他

○歳　　　　出

下水道事業費

借入金返済

◇借入金

７億４，５５０万円

３億５，２８０万円

２億８，４８０万円

８，８７５万円

１，９１５万円

７億４，５５０万円

６億７，８６９万円

６，６８１万円

１８億７，３１１万円

≪風力発電事業特別会計≫

豊浦に設置した風車３基により発電を行い、売電売上
が5,425万円となりました。

○歳　　　　入

売電収入

その他

○歳　　　　出

維持管理費

借入金返済

◇会計の貯金

借入金

５，７２４万円

５，４２５万円

２９９万円

５，３７０万円

２，４０３万円

２，９６７万円

３，７１２万円

２億５，４７２万円

≪介護保険特別会計≫

☆保険事業勘定（介護保険の給付等）

○歳　　 入

介護保険料等

国・道支出金

一般会計から

その他

○歳　　　　出

保険給付費

その他

３億４，９１７万円

１億５，６９９万円

１億３，２１２万円

５，５２１万円

４８５万円

３億３，８９７万円

３億１，５８３万円

２，３１４万円

☆サービス事業勘定（居宅介護支援事業）

○歳　　　　入

サービス収入

その他

○歳　　　　出

居宅介護支援事業

その他

◇会計の貯金

１，４０５万円

１，３５１万円

５４万円

１，３４７万円

８２７万円

５２０万円

８４６万円

≪国民健康保険特別会計≫

老人保健法により75歳以上（寝たきりなどの状態の
人は65歳以上）の方を対象に医療費の支給などを行
っています。

≪老人保健特別会計≫

○歳　　　　入

基金交付金

国庫支出金

一般会計から

その他

○歳　　　　出

医療諸費

その他

７億　　９６３万円

４億２，７６５万円

１億８，０６８万円

４，５２８万円

５，６０２万円

６億９，３７４万円

６億８，４９２万円

８８２万円

町内全域に水道水を給水し、配水管の敷設替を行いま
した。また、取水場移転のための新設工事を行いまし
た。（平成１７年度完成）

≪簡易水道事業特別会計≫

○歳　　　　入

水道使用料

借入金

一般会計から

その他

○歳　　　　出

給水事業費

借入金返済

その他

◇会計の貯金

借入金

３億５，７１７万円

１億　　５９９万円

２億１，８４０万円

３，１５５万円

１２３万円

３億５，７１３万円

２億５，６９１万円

９，１９１万円

９２１万円

１９４万円

１億５，９４７万円

特　別　会　計　の　決　算



十
二
月
三
日
第
25
回
読
書
感
想
文

コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
が
町
公
民
館
で

行
わ
れ
、
入
賞
し
た
小
中
学
生
及
び

高
校
生
三
十
六
名
に
対
し
、
伊
藤
通

康
公
民
館
長
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ

た
。こ

の
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
町
内
各

学
校
か
ら
百
十
四
点
の
応
募
が
あ

り
、
小
学
一
年
生
か
ら
高
校
生
ま
で

の
六
部
門
に
お
い
て
、
最
優
秀
賞
、

優
秀
賞
、
佳
作
合
わ
せ
て
三
十
六
名

を
決
定
し
た
。

伊
藤
公
民
館
長
か
ら
は
、
入
賞
者

を
讃
え
る
と
と
も
に
「
読
書
は
人
々

の
感
性
を
磨
き
、
豊
か
な
表
現
力
を

高
め
、
生
き
る
力
を
培
い
、
夢
や
ロ

マ
ン
に
あ
ふ
れ
た
人
生
の
羅
針
盤
。

夢
や
希
望
を
育
む
図
書
を
選
定
し
、

皆
さ
ん
の
応
援
隊
に
な
り
た
い
」
と

読
書
の
大
切
さ
を
呼
び
か
け
た
。

こ
の
後
、
各
部
門
最
優
秀
賞
作
品

が
朗
読
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
感
性

の
豊
か
さ
に
父
母
ら
も
感
心
。

最
後
に
、
松
本
美
樹
雄
審
査
委
員

長
（
苫
前
中
学
校
校
長
）
か
ら
「
い

ず
れ
の
感
想
文
も
物
語
を
し
っ
か
り

と
と
ら
え
、
自
分
の
考
え
方
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
読
書

を
通
じ
、
み
ず
み
ず
し
い
感
性
を
磨

い
て
ほ
し
い
」
と
講
評
を
述
べ
、
入

賞
者
全
員
で
記
念
撮
影
を
行
っ
た
。

第
25
回
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

読
書
感
想
で
感
性
豊
な
作
品
発
表
！
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入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
小
学
一
年
生
の
部

《
最
優
秀
賞
》
嶋
崎
空
都
（
苫
小
）、

《
優
秀
賞
》
田
井
奈
津
妃
（
古
小
）、

佐
藤
真
夕
（
苫
小
）
《
佳
作
》
永
井
星

奈
（
古
小
）、
田
中
翔
貴
（
苫
小
）、
本

田
脩
陽
（
苫
小
）

▽
小
学
二
年
生
の
部

《
最
優
秀
賞
》
江
島
朋
香
（
古
小
）、

《
優
秀
賞
》
高
田
里
帆
（
苫
小
）、
岸

仁
美
（
苫
小
）、
《
佳
作
》
檜
谷
祥
貴

（
苫
小
）、
中
村
昂
太
郎
（
古
小
）、
加

藤
な
な
み
（
古
小
）

▽
小
学
三
・
四
年
生
の
部

《
最
優
秀
賞
》
伊
藤
翔
貴
（
古
小
四
）、

《
優
秀
賞
》
坂
川
さ
ゆ
み
（
苫
小
四
）、

《
佳
作
》
福
田
レ
ナ
（
古
小
四
）、
小

澤
悠
哉
（
古
小
三
）、
千
田
大
貴
（
苫

小
三
）、
田
口
萌
乃
（
古
小
三
）

▽
小
学
五
・
六
年
生
の
部

《
最
優
秀
賞
》
前
田
玲
奈
（
古
小
六
）、

《
優
秀
賞
》
亀
田
愛
（
古
小
六
）、
鳥

羽
優
奈
（
苫
小
六
）、
《
佳
作
》
川
村

友
紀
奈
（
苫
小
六
）、
西
村
涼
汰
（
古

小
五
）、
伊
藤
佳
織
（
苫
小
五
）

▽
中
学
生
の
部

《
最
優
秀
賞
》
成
川
明
日
香
（
苫
中

二
）、
《
優
秀
賞
》
小
野
田
絋
子
（
苫

中
一
）、
伊
藤
沙
弥
香
（
古
中
三
）、

《
佳
作
》
石
川
瑞
樹
（
苫
中
三
）、
横

内
勇
人
（
苫
中
一
）、
大
橋
恵
里
奈

（
古
中
二
）

▽
高
校
生
の
部

《
最
優
秀
賞
》
小
澤
侑
子
（
苫
商
三
）、

《
優
秀
賞
》
鈴
木
真
波
（
苫
商
三
）、

佐
藤
麻
美
子
（
苫
商
二
）、
《
佳
作
》

松
原
未
佳
（
苫
商
三
）、
大
西
歩
未

（
苫
商
二
）、
高
野
晃
徳
（
苫
商
三
） 小学１年生の部最優秀賞

「ごめんねともだちをよんで」
を発表する嶋崎空都くん
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全
総
決
起
集
会
が
開
か
れ
、
交
通
事

故
防
止
の
徹
底
に
よ
り
事
故
撲
滅
を

誓
い
合
っ
た
。

大
会
は
、
重
大
事
故
に
直
結
す
る

過
労
運
転
、
飲
酒
運
転
、
過
積
載
運

転
な
ど
の
無
謀
な
運
転
を
自
主
的
に

撲
滅
す
る
た
め
、
中
部
三
町
村
の
交

通
安
全
推
進
協
議
会
・
交
通
安
全
協

会
が
輸
送
関
連
事
業
所
に
呼
び
か
け
、

二
百
五
十
名
が
参
加
。
毎
年
、
持
ち

回
り
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
交
通
事
故
物
故
者
に
対
し

黙
祷
を
さ
さ
げ
、
羽
幌
地
区
交
通
安

全
協
会
連
合
会
の
松
谷
吉
男
会
長
か

ら
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
、
交
通
功

労
者
及
び
優
良
運
転
者
の
表
彰
を
行

っ
た
。

十
一
月
二
十
八
日
苫
前
小
学
校
児

童
会
（
川
村
友
紀
奈
会
長
・
児
童
九

十
五
名
）
は
、
校
内
で
取
り
組
ん
だ

「
赤
い
羽
根
募
金
」
の
収
益
金
を
役
場

ロ
ビ
ー
に
お
い
て
、
苫
前
町
社
会
福

祉
協
議
会
へ
募
金
し
た
。

同
児
童
会
で
は
、
全
校
朝
会
や
児

童
会
だ
よ
り
で
募
金
を
呼
び
か
け
、

同
月
七
日
か
ら
の
十
日
間
、
登
校
時

に
学
校
玄
関
で
募
金
箱
を
抱
え
て
、

各
児
童
へ
募
金
を
呼
び
か
け
た
。

募
金
活
動
を
通
じ
て
児
童
た
ち
は
、

「
普
段
会
話
を
し
な
か
っ
た
人
と
会
話

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
う
れ
し
か

っ
た
で
す
」
と
喜
び
を
感
じ
、「
み
ん

な
で
集
め
た
大
切
な
お
金
。
体
の
不

自
由
な
人
や
困
っ
て
い
る
人
の
た
め

に
使
っ
て
ほ
し
い
」
と
濱
本
哲
也
会

長
へ
募
金
箱
を
手
渡
し
た
。

募
金
を
受
け
濱
本
会
長
か
ら
は

「
み
ん
な
が
協
力
し
て
く
れ
た
お
金
を

大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

と
お
礼
を
述
べ
た
。

十
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
七
日
、

古
丹
別
中
学
校
生
徒
会
（
会
長
辻
亜

梨
沙
、
生
徒
五
十
九
名
）
が
、
校
内

で
の
赤
い
羽
根
募
金
活
動
を
展
開
し

た
。こ

の
募
金
活
動
は
、
一
週
間
校
内

全
生
徒
の
協
力
に
よ
り
、
十
月
か
ら

の
新
生
徒
会
活
動
の
初
仕
事
と
し
て

集
め
ら
れ
た
も
の
。
募
金
活
動
の
Ｐ

Ｒ
に
は
、
生
徒
会
が
五
分
程
度
の
寸

劇
ビ
デ
オ
を
作
製
し
、
お
昼
休
み
に

放
送
し
て
全
生
徒
へ
協
力
を
呼
び
か

け
た
。

集
め
ら
れ
た
募
金
は
、
十
一
月
一

日
生
徒
を
代
表
し
、
辻
生
徒
会
長
ほ

か
三
名
が
、
古
丹
別
支
所
を
訪
れ

「
障
が
い
者
や
お
年
寄
り
な
ど
社
会
的

に
困
っ
て
い
る
方
へ
の
支
援
に
ご
活

用
い
た
だ
き
た
い
」
と
の
願
い
を
込

め
、
伊
藤
通
康
古
丹
別
支
所
長
へ
手

渡
さ
れ
た
。

こ
の
赤
い
羽
根
募
金
活
動
は
、
町

内
小
中
学
校
の
す
べ
て
で
取
り
組
ま

れ
て
い
る
。

職
場
を
通
じ
交
通
安
全
の
推
進
に
参
加
し
よ
う
！

輸
送
関
連
交
通
安
全
総
決
起
大
会

十
一
月
二
十
五
日
公
民
館
で
、
三

町
村
輸
送
関
連
産
業
団
体
の
交
通
安

苫
前
町
に
お
け
る
表
彰
受
賞
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。

▽
全
日
本
交
通
安
全
協
会
長
緑
十
字

銅
章
　
松
原
亘
（
九
重
）、
▽
北
海
道

交
通
安
全
協
会
長
表
彰
　
消
防
古
丹

別
支
署
、
▽
優
良
運
転
者
三
十
年
以

上
　
後
藤
た
み
よ
（
古
丹
別
）、
▽
同

二
十
年
以
上
　
久
保
榮
子
（
東
川
）、

▽
旭
川
方
面
本
部
長
・
交
通
安
全
協

会
連
名
表
彰
、
交
通
功
労
＝
笹
森
武

（
力
昼
）、
交
通
功
労
団
体
＝
苫
前
町

高
齢
者
事
業
団
、
苫
前
町
商
工
会
、

▽
羽
幌
警
察
署
長
・
羽
幌
地
区
交
通

安
全
協
会
連
名
表
彰
、
交
通
功
労
＝

早
川
利
一
（
九
重
）、
秋
山
修
（
古
丹

別
）、
交
通
功
労
団
体
＝
㈲
奥
瀬
電
気
、

㈱
山
崎
電
気
、
▽
優
良
運
転
者
十
年

以
上
　
中
森
浩
光
（
旭
）、
檜
森
光
幸

（
古
丹
別
）、
小
川
定
夫
（
九
重
）、
藤

原
茂
（
力
昼
）、
松
浦
有
恒
（
古
丹
別
）、

磯
崎
功
（
苫
前
）、
佐
藤
靖
幸
（
苫
前
）

１１月１９日苫
前商業高等学校が
公民館で、体験発
表会を行い、国際
交流や町内施設見
学及び職場実習、
ボランティア活動
を報告するととも
に、課題研究では

カボチャやミニトマトの栽培、商品流通と
イベント企画運営について研究結果を発表
した。
生徒は、パソコンのパワーポイントを活
用し、映像をもとに説明。イベント企画運
営では、ホーストレッキング事業へのボラ
ンティア運営協力における「焼き鳥」や
「果物アイス」の販売を通じ、価格とコス
トによる販売研究が報告され、来年へ向け
ての課題も提言された。
また、商業部では、苫前町の特産物を利
用した製品開発の取り組みにおいて、大麦
若葉を利用したそばやカステラを試作し、
風車まつりなどでの市場調査も行い、健康
食品を取り入れたメニューに手ごたえを感
じていた。
会場では、大麦若葉を活用した試作品ロ
ールケーキの試食も行われ、好評を得てい
た。

苫商高　体験発表会

活動の成果を発表！活動の成果を発表！

赤
い
羽
根
募
金
で
善
意
の
輪
！

募金箱を手渡す古中生徒会 募金箱を手渡す苫小児童会
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け
る
食
事
に
つ
い
て
講
演
。
近
年
の

青
少
年
の
肥
満
傾
向
や
青
年
期
で
の

女
性
の
痩
せ
す
ぎ
に
よ
る
胎
児
へ
の

影
響
な
ど
の
問
題
点
に
触
れ
、
子
ど

も
の
頃
か
ら
の
食
事
を
通
し
て
、
食

物
に
対
す
る
知
識
、
経
験
が
「
生
き

る
力
」
と
な
る
こ
と
を
訴
え

た
。
ま
た
、
苫
前
町
の
学
社

融
合
事
業
な
ど
、
農
業
や
漁

業
資
源
を
活
用
し
、
地
域
社

会
が
協
力
す
る
取
り
組
み
は

「
食
育
」
に
つ
な
が
る
と
評

価
。
食
育
は
、「
家
族
の
一

員
と
し
て
子
ど
も
も
作
業
す

る
こ
と
で
自
然
と
育
つ
も

の
。
楽
し
く
手
伝
わ
せ
る
こ

と
が
ポ
イ
ン
ト
」
と
子
育
て

方
法
に
つ
い
て
も
ア
ド
バ
イ

ス
し
た
。

講
演
後
に
は
、
社
会
教
育

課
の
平
井
裕
美
男
女
平
等
参

画
推
進
係
長
が
苫
前
町
の
子

育
て
支
援
事
業
に
つ
い
て
説

明
し
、
当
該
事
業
へ
の
協
力

を
呼
び
か
け
終
了
し
た
。

十
二
月
三
日
公
民
館
で
、
カ
ン
ガ

ル
ー
ス
ク
ー
ル
「
オ
リ
ヴ
ァ
さ
ん
と

英
語
で
遊
ぼ
う
」
が
開
催
さ
れ
、
子

ど
も
た
ち
が
遊
び
を
通
じ
て
、
生
の

英
語
に
ふ
れ
あ
っ
た
。

オ
リ
ヴ
ァ
さ
ん
は
、
英
語
指
導
助

手
と
し
て
昨
年
七
月
に
赴
任
し
て
以

来
苫
前
町
二
年
目
と
な
り
、
片
言
の

日
本
語
は
分
か
る
よ
う
に
な
り
、
こ

れ
ま
で
「
本
を
利
用
し
て
や
っ
て
み

よ
う
」
な
ど
の
事
業
で
協
力
。
今
回

は
、
保
護
者
な
ど
の
希
望
に
よ
る
幼

児
へ
の
直
接
指
導
と
な
っ
た
。

ス
ク
ー
ル
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が

数
字
や
頭
、
肩
、
膝
な
ど
身
体
の
名

称
の
英
語
を
踊
り
な
が
ら
ゲ
ー
ム
感

覚
で
体
験
。
緊
張
気
味
の
子
ど
も
た

ち
も
、
す
ぐ
に
オ
リ
ヴ
ァ
さ
ん
と
仲

良
く
な
り
、
楽
し
い
英
語
の
時
間
と

な
っ
た
。

十
一
月
三
十
日
公
民
館
に
お
い
て
、

家
庭
、
学
校
、
地
域
が
一
体
と
な
り

社
会
環
境
の
改
善
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

精
神
の
向
上
を
目
指
し
、
ふ
る
さ
と

教
育
セ
ミ
ナ
ー
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
研

修
会
）
が
開
催
さ
れ
、
各
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
員
や
子
ど
も
会
役
員
な
ど
青
少

年
に
関
わ
る
百
五
十
名
が
参
加
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
市
立
名
寄
短
期

大
学
の
小
平
洋
子
教
授
か
ら
「
食
育

っ
て
何
？
」
と
題
し
、
学
童
期
に
お

英語を使っての踊りで楽しく指導する
オリヴァさん

食育について講演する小平教
授。主食３・主菜１・副菜２
の弁当箱ダイエット法を提唱
していた。

カ
ン
ガ
ル
ー
ス
ク
ー
ル

英
語
で
遊
ぼ
う
！

地
域
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

〜
苫
中
三
年
総
合
学
習
〜

ふ
る
さ
と
教
育
セ
ミ
ナ
ー

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
研
修
会
で
学
ぶ
！

こ
の
学
習
は
「
町
民
が
楽
し
く
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、

自
ら
を
考
え
、
相
手
の
気
持
ち
に
立

っ
て
企
画
・
実
践
を
行
う
も
の
。
三

年
生
十
七
名
が
四
班
に
分
か
れ
、
独

居
老
人
宅
の
訪
問
や
廃
品
回
収
、
高

齢
者
や
幼
児
を
招
き
、
交
流
を
計
画

し
た
。
学
校
で
の
交
流
は
、
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
に
通
う
親
子
五
組
を

招
待
。
事
前
に
保
育
所
で
子
ど
も
と

の
遊
び
を
学
習
し
、
体
育
館
で
の
新

聞
遊
び
や
家
庭
科
室
で
の
お
菓
子
づ

く
り
で
交
流
を
図
っ
た
。
参
加
し
た

親
子
か
ら
は
「
普
段
接
す
る
機
会
の

な
い
、
お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん
と
遊

べ
て
楽
し
い
」
と
好
評
を
得
て
い
た
。

ま
た
、
高
齢
者
と
の
交
流
で
も
、

犬
棒
カ
ル
タ
や
ト
ラ
ン
プ
な
ど
の
昔

遊
び
で
交
流
を
図
り
、
今
と
昔
の
学

校
生
活
の
違
い
な
ど
会
話
も
弾
み
、

互
い
に
楽
し
い
時
間
と
な
っ
て
い
た
。

十
二
月
五
日
苫
前
中
学
校
（
松
本

美
樹
雄
校
長
）
三
年
生
が
総
合
学
習

で
、
高
齢
者
や
幼
児
と
の
交
流
や
地

域
清
掃
活
動
な
ど
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
展
開
し
た
。

新聞でのトンネル遊びに子どもたちも大はしゃぎ

「食育っ
て何？」

苫
前
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
会

長
年
代
芳
則
）
は
十
一
月
三
十
日
例

年
実
施
し
て
い
る
ラ
イ
オ
ン
ズ
文
庫

図
書
三
万
円
分
を
寄
贈
し
た
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
文
庫
は
、
昭
和
五
十

八
年
度
か
ら
続
け
ら
れ
今
年
で
二
十

三
年
目
。
寄
贈
総
額
は
百
三
十
一
万

円
に
上
り
、
蔵
書
も
千
百
冊
を
超
え

て
い
る
。
寄
贈
は
、
同
ク
ラ
ブ
教
育

青
少
年
委
員
長
の
西
大
志
さ
ん
が

「
子
ど
も
の
数
は
減
っ
て
き
て
い
ま

す
が
、
た
く
さ
ん
の
本
を
読
ん
で
ほ

し
い
」
と
廣
瀬
功
直
教
育
長
へ
寄
付

金
を
手
渡
し
、
廣
瀬
教
育
長
は
「
町

財
政
の
厳
し
い
中
、
貴
重
な
財
源
と

し
て
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
お
礼
を
述
べ
た
。

同
ク
ラ
ブ
で
は
十
二
月
八
日
歳
末
助

け
合
い
募
金
を
社
会
福
祉
協
議
会
へ

募
金
し
た
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

文

庫

寄

贈
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子
ど
も
カ
ル
タ
講
習
会

木
札
に
集
中
！

日
出
利
）
が
子
ど
も
カ
ル
タ
講
習
会

を
開
催
し
た
。

毎
年
、
子
ど
も
カ
ル
タ
大
会
を
開

催
し
て
い
る
が
、
近
年
参
加
者
が
減

少
。
北
斗
歌
留
多
ク
ラ
ブ
（
会
長
渡

辺
達
也
）
の
協
力
の
も
と
、
昨
年
か

ら
開
催
さ
れ
て
い
る
。
講
習
会
で
は
、

子
ど
も
十
名
が
参
加
し
、
ま
ず
札
の

読
み
方
か
ら
始
ま
り
、
読
め
る
札
を

集
め
、
独
特
の
読
み
手
の
声
に
静
か

に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

カ
ル
タ
は
、
集
中
力
や
俊
敏
力
を

高
め
、
礼
儀
を
重
ん
じ
る
冬
の
ス
ポ

ー
ツ
と
言
っ
て
も
良
い
。
お
正
月
、

家
族
で
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

苫
前
町
子
ど
も
か
る
た
大
会
は
、

一
月
八
日
公
民
館
で
開
催
さ
れ
る
。

十
二
月
七
日
か
ら
五
日
間
公
民
館

に
お
い
て
、
北
海
道
文
化
の
下
の
句

カ
ル
タ
の
普
及
を
図
ろ
う
と
町
子
ど

も
会
育
成
連
絡
協
議
会
（
会
長
早
川

真剣に札を覚える子どもたち

文
化
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
第
三
弾
と

し
て
十
一
月
二
十
一
日
か
ら
の
六
日

間
、
本
格
的
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ

体
験
教
室
が
行
わ
れ
、
札
幌
の
真
下

教
子
バ
レ
エ
研
究
所
で
指
導
す
る
真

下
教
子
氏
を
講
師
に
、
児
童
及
び
幼

児
十
三
名
が
参
加
し
た
。

バ
レ
エ
指
導
で
は
、
つ
ま
先
を
伸

ば
す
動
作
（
ポ
イ
ン
ト
）、
膝
を
曲
げ

る
動
作
（
プ
リ
エ
）
な
ど
、
バ
レ
エ

の
基
本
動
作
を
椅
子
に
つ
か
ま
り
な

が
ら
練
習
し
、
曲
に
合
わ
せ
て
ス
テ

ッ
プ
や
回
転
の
動
作
が
加
わ
り
、
子

ど
も
た
ち
も
プ
リ
マ
ド
ン
ナ
気
分
を

味
わ
っ
た
。

最
終
日
（
12
／
13
）
に
は
、
真
下

講
師
の
教
え
子
ら
十
一
名
が
札
幌
か

ら
訪
れ
、
本
格
的
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ

レ
エ
を
披
露
し
、
参
加
し
た
親
子
ら

は
そ
の
美
し
さ
に
引
き
込
ま
れ
て
い

た
。

十
一
月
二
十
四
日
食
生
活
改
善
グ

ル
ー
プ
「
ポ
テ
ト
の
会
（
会
長

赤
坂
サ
ツ
子
）」
協
力
の
も
と
、
ヤ

ル
ン
ジ
ャ
ー
企
画
「
男
の
た
め
の

料
理
教
室
」
が
公
民
館
で
開
催
さ

れ
、
栄
養
を
考
え
た
料
理
を
男
性

高
齢
者
が
体
験
し
た
。

こ
の
企
画
は
、
高
齢
者
世
帯
が
急

増
す
る
中
、
男
性
も
食
事
を
用

意
す
る
機
会
が
増
え
、
こ
れ
ま
で

奥
さ
ん
ま
か
せ
の
調
理
を
男
性
が

挑
戦
す
る
も
の
。
参
加
し
た
男
性

高
齢
者
七
名
は
、
エ
プ
ロ
ン
姿
で

鍵
山
町
栄
養
士
や
ポ
テ
ト
の
会
の

協
力
に
よ
り
、
塩
分
控
え
め
の
野

菜
味
噌
炒
め
や
サ
ン
マ
の
焼
き
浸

し
、
具
だ
く
さ
ん
汁
を
調
理
し
た
。

参
加
者
は
、
こ
れ
ま
で
台
所
に
立

っ
た
こ
と
の
な
い
人
も
お
り

「
女
の
人
の
大
変
さ
が
わ
か
り
ま
し

た
」
と
調
理
に
て
こ
ず
る
姿
も
見

ら
れ
た
が
、「
ま
ず
は
、
孫
に
炊
飯

器
の
使
い
方
か
ら
教
わ
ら
な
い
と
」

と
自
立
に
向
け
た
良
い
機
会
と
な

っ
た
。

ま
た
、
同
月
二
十
九
日
女
性
高
齢

者
を
対
象
に
メ
ー
ク
体
験
講
座

が
開
催
さ
れ
、
お
化
粧
の
実
技
指

導
と
と
も
に
内
面
的
な
健
康
に
つ

い
て
学
習
し
た
。

講
師
は
、
エ
フ
エ
ム
も
え
る
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
と
し
て
活
躍
し
エ

ス
テ
テ
ィ
シ
ャ
ン
の
資
格
を
持
つ

村
山
ゆ
か
り
さ
ん
（
留
萌
市
＝
市

議
会
議
員
）。
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン

の
濃
さ
や
ア
イ
ラ
イ
ン
の
入
れ
方

な
ど
、
派
手
過
ぎ
な
い
自
然
な
メ

ー
ク
方
法
や
内
面
的
な
健
康
の
美

し
さ
に
つ
い
て
指
導
し
た
。

美
し
さ
の
ポ
イ
ン
ト
は
笑
顔
。
常

に
鏡
を
見
て
自
分
の
笑
顔
を
確

認
し
、
優
し
い
気
持
ち
を
保
つ
こ

と
が
大
切
。
笑
顔
は
人
を
ひ
き
つ

け
、
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
な
り
、

財
産
と
な
る
こ
と
を
説
明
し
、
参

加
者
も
納
得
の
様
子
。
メ
ー
ク
指

導
を
終
え
、
参
加
者
は
「
家
に
帰

っ
て
主
人
の
反
応
が
楽
し
み
」
と

自
分
の
変
身
ぶ
り
に
驚
い
て
い
た
。

エプロン姿も板につく男性高齢者

楽しくメーク指導を受ける女性高齢者

真下講師から指導を受ける子どもたち

バ
レ
エ
教
室
で

ち
び
っ
子
プ
リ
マ
体
験

自
立
に
向
け
た

男
の
料
理
教
室

笑
顔
でメー

ク
体
験
講
座

ヤルンジャー企画　ヤルンジャー企画　ヤルンジャー企画



～ナイタースキー教室開催～

登下校時の児童生徒の　　　　　
安全確保にご協力を!!
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年末も押しせまる中、広島県や栃木県にお
いて小学生女子が遺体で発見される痛ましい
事件が発生した。その事件は、下校途中に行
方不明となるもので、子どもをこれ以上犠牲
にさせないためにも、可能な限りの再発防止
を講じなければなりません。
各学校においても、児童生徒の送迎など安
全を確保するため、さまざまな対策に取り組
んでいますが、住民の皆様方のご協力をお願
いいたします。
◆児童生徒が犠牲となる事件は、これまで数
多く発生しており、なかでも小学１・２年

生の女児が犠牲となる割合が多く、特に、
下校時の発生が殆どであること。
◆以前から学校周辺での不審者の目撃情報が
寄せられていたにも関わらず、事件が起き
た後で、情報の存在が明らかになることが
多いこと。
このことから、特に、一人で下校中の小学生
低学年児童の動向に注意を払い、日頃、不審
者を見受けた場合、どんな情報でも、直ちに
教育委員会または警察署までご連絡くださる
ようお願い申し上げます。

町内では、スポーツセンターに自販機
荒らしが入るなど、町内商店にも強盗被
害が続出しています。年末年始、外出が
多くなるため、自宅の戸締りを徹底し、
不審車両や不審人物を見かけましたら、
通報するなど地域での見守りを心がけま
しょう！

教育委員会からの緊急アピール

登下校時の児童生徒の　　　　　
安全確保にご協力を!!

社会教育からのお知らせ社会教育からのお知らせ

◇日　程：１月２３日(月) ２５日(水) ２７日(金)
３０日(月) ２月１日(水) 計５日間

◇時　間：１９：００～２０：４５
◇場　所：古丹別緑ヶ丘スキー場及び苫前三角点スキー場
◇対　象：高校生以上
◇参加料：無　料

（但し、スポーツ安全保険等には必ず個人で加入していること）
◇申込み：１月２０日(金）まで
◇申込先：お問い合わせは、苫前町公民館

初心者、上級者問わず、
全日本スキー連盟公認
指導員が親切、丁寧に
指導してくれます。
今年も古丹別・苫前の
両地区で開催いたしま
すので、ふるってご参
加下さい。

Let's Enjoy Winter Sports!!
～ナイタースキー教室開催～

1月

「アトラクション」や「出店コーナー」等を予定していますの
で楽しみにお待ち下さい。

日　　時：平成1８年２月２６日(日)
受　付午前９時00分～
開会式午前９時30分～

場　　所：とままえ温泉ふわっと

参加部門
①親子の部（未就学児） ②小学１・２年生の部
③小学３・４年生の部　　④小学５・６年生の部
⑤中学生の部　　　　　　⑥高校･一般の部　
⑦連凧の部　　　　　　　⑧大凧の部（面積２㎡以上の凧）
※詳細は、決まり次第お知らせします。

今年は小平町が開催地となります。

○開 催 日　平成１８年２月１２日（日）
○開催場所　小平町望洋台スキー場
○競技種目　ジャイアントスラローム（大回転）

開催日が決定しました！
第5回 留萌管内スポーツフェスタ冬季大会

～参加者募集～
◇スキーの得意な方、
参加してみたい方、
ご連絡お待ちして
おります。

～あなたの学びたいを応援します～ でんわ ６５－４０７６

苫前町公民館ご相談・お問い合わせは e-mail syakaikyoiku@town.tomamae.lg.jp
HPアドレス http://www.town.tomamae.lg.jp/

連絡先スポーツフェスタ苫前町実行委員会
（事務局　苫前町公民館内）
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Ｑ
　
こ
れ
か
ら
年
末
年
始
、
生
活
リ

ズ
ム
が
変
わ
る
と
食
生
活
も
変
わ

り
ま
す
が
、
ど
ん
な
こ
と
に
気
を

つ
け
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
　
年
末
年
始
で
の
忘
年
会
や
新
年

会
が
あ
り
、
暴
飲
暴
食
に
な
り
が
ち

で
す
。
体
重
が
増
え
た
り
、
塩
分
の

取
り
す
ぎ
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
特
に

生
活
習
慣
病
の
人
、
例
え
ば
糖
尿
病

や
心
臓
病
、
高
血
圧
の
人
な
ど
、
こ

の
時
期
は
要
注
意
で
す
。

Ｑ
　
ど
ん
な
タ
イ
プ
の
人
で
す
か
？

Ａ
　
例
え
ば
、
肥
満
の
人
、
ま
た
、

忘
年
会
や
新
年
会
の
予
定
が
い
っ
ぱ

い
詰
ま
っ
て
い
る
人
、
そ
れ
か
ら
宴

会
や
飲
み
会
が
好
き
な
人
な
ど
が
い

ま
す
ね
。
そ
し
て
、
健
康
診
断
で

「
要
注
意
」
と
い
わ
れ
て
い
る
人
。
気

に
は
し
て
い
る
け
ど
、
声
が
掛
か
る

と
つ
い
出
掛
け
て
行
く
と
い
う
人
た

ち
は
、
本
当
に
要
注
意
で
す
。

Ｑ
　
お
正
月
と
い
え
ば
「
お
せ
ち
料

理
」
で
す
が
・
・
・
？

Ａ
　
お
せ
ち
料
理
の
良
い
点
は
、
品

数
が
多
く
、
特
に
昆
布
や
豆
、
芋
な

ど
、
普
段
あ
ま
り
口
に
し
な
い
食
文

化
の
伝
統
に
触
れ
る
こ
と
で
す
。

Ｑ
　
逆
に
悪
い
点
は
・
・
・
？

Ａ
　
お
せ
ち
料
理
は
、
日
持
ち
さ
せ

る
た
め
に
塩
分
が
多
く
な
り
が
ち
で

す
。
量
的
に
も
た
く
さ
ん
食
べ
、
好

き
な
物
し
か
食
べ
な
い
こ
と
も
あ
り
、

野
菜
が
不
足
に
な
り
が
ち
で
す
。

良
く
考
え
、
選
ん
で
食
べ
な
い
と

い
け
ま
せ
ん
ね
！

Ｑ
　
注
意
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
人

に
、
糖
尿
病
の
人
が
あ
り
ま
し
た

ね
？

Ａ
　
そ
う
で
す
。
最
近
、
糖
尿
病
の

人
が
大
変
増
え
て
い
ま
す
。
糖
尿
病

の
人
は
、
医
師
か
ら
１
日
の
必
要
エ

ネ
ル
ギ
ー
量
を
決
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
を
し
っ
か
り
守
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

Ｑ
　
こ
の
時
期
で
も
き
ち
ん
と
守
る

こ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

Ａ
　
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
に
注
意
し
て

１
日
３
食
、
規
則
正
し
く
食
事
を
と

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

Ｑ
　
お
休
み
だ
と
、
つ
い
ゆ
っ
く
り

寝
て
い
た
り
、
朝
昼
兼
用
で
食
事
、

と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
ね
。

Ａ
　
年
末
年
始
の
朝
食
は
、
ル
ー
ズ

に
な
り
が
ち
で
す
が
、
１
食
抜
く
と

栄
養
バ
ラ
ン
ス
も
崩
れ
や
す
く
、
一

度
の
食
事
で
食
べ
過
ぎ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
食
べ
な
い

時
間
が
長
く
な
る
と
、
血
糖
値
が
下

が
っ
て
、
低
血
糖
を
起
こ
す
危
険
が

あ
り
ま
す
。

Ｑ
　
そ
れ
以
外
に
も
お
正
月
に
欠
か

せ
な
い
の
が
「
お
餅
と
ア
ル
コ
ー
ル
」

で
す
が
、
ど
の
く
ら
い
の
目
安
と
考

え
た
ら
よ
い
で
す
か
？

Ａ
　
た
と
え
ば
、
お
餅
２
個
、
１
個

が
50

ぐ
ら
い
の
も
の
で
す
と
、
ご

飯
で
お
茶
碗
１
杯
分
に
相
当
し
ま
す
。

そ
れ
か
ら
ア
ル
コ
ー
ル
で
す
が
、
日

本
酒
の
場
合
、
お
銚
子
１
本
が
や
は

り
お
茶
碗
１
杯
分
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

同
じ
で
す
。

Ｑ
　
ご
飯
に
換
算
し
て
、
ど
の
く
ら

い
食
べ
た
か
、
自
分
で
考
え
る
、
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

Ａ
　
そ
う
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、

年
末
年
始
だ
け
の
話
で
は
な
く
、
普

段
か
ら
そ
う
し
た
考
え
で
食
事
を
と

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

Ｑ
　
お
酒
を
飲
ん
だ
分
、
今
日
は
ご

飯
１
杯
減
ら
そ
う
、
と
い
う
よ
う
に

で
す
ね
。

Ａ
　
健
康
な
人
な
ら
そ
こ
ま
で
考
え

な
く
て
も
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

糖
尿
病
が
あ
っ
て
食
事
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
し
て
い
る
人
は
、
１
回
ぐ
ら
い

は
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
避
け

た
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
極
端
な

こ
と
を
言
え
ば
、
主
食
２
回
分
を
お

酒
に
回
し
て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
は

し
な
い
方
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。

グ
ラ
ム

不
規
則
で
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
く

な
い
食
生
活
、
慢
性
的
な
運
動
不
足

等
、
こ
の
よ
う
な
生
活
習
慣
病
に
心

当
た
り
の
あ
る
方
は
、
糖
尿
病
予
備

軍
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

糖
尿
病
は
初
期
の
自
覚
症
状
が
現

れ
に
く
く
、
症
状
が
進
行
す
る
に
連

れ
て
、
糖
尿
病
網
膜
症
、
糖
尿
病
腎

症
、
糖
尿
病
神
経
障
害
な
ど
全
身
に

さ
ま
ざ
ま
な
合
併
症
を
引
き
起
こ
す

病
気
で
す
。

現
在
、
糖
尿
病
予
備
軍
は
、
成
人

６
人
に
１
人
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

苫
前
町
で
の
平
成
十
七
年
五
月
診
療

分
に
お
け
る
糖
尿
病
に
よ
る
医
療
機

関
の
受
診
率
（
国
保
加
入
者
）
は
、

５
・
７
９
　
と
管
内
平
均
４
・
７
０

や
全
道
平
均
４
・
３
８
　
を
大
き

く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

症
状
が
現
れ
た
と
き
に
は
、
す
で

に
進
行
し
て
い
る
病
気
で
す
。
予
防

す
る
に
は
、
運
動
不
足
の
解
消
、
食

生
活
の
改
善
な
ど
生
活
習
慣
を
改

め
、
健
診
な
ど
に
よ
る
早
期
発
見
、

早
期
治
療
が
大
切
で
す
。

パ
ー
セ
ン
ト

パ
ー
セ
ン
ト

パ
ー
セ
ン
ト

お正月の食事
ワンポイント

国民健康保険・老人保健ガイド

年
末
年
始
の

食
生
活
に
つ
い
て

糖
尿
病
と

お
正
月
の
食
生
活



⑥
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
国

民
年
金
保
険
料
等
の
領
収
書
な
ど
支

払
額
が
わ
か
る
も
の
、
⑦
金
融
機
関

の
口
座
番
号

ま
た
、
営
業
及
び
譲
渡
に
お
け
る

所
得
税
確
定
申
告
書
の
記
載
指
導

は
、
次
の
と
お
り
。

◇
日
程
及
び
場
所

２
月
22
日
（
水
）
10
時
〜
18
時

苫
前
町
役
場
大
会
議
室納期内納入にご協力願います。

１月 町税の納期

今月は、町道民税
固定資産税
の納入月です。

苫前町の交通事故情報
平成17年11月末現在

交通事故死ゼロ日数は

11月30日現在で587日

発生件数

９件

死者数

０人

負傷者数

11人

平
成
十
五
年
の
課
税
売
上
高
が
千

万
円
を
超
え
て
い
る
方
は
、
消
費
税

の
課
税
事
業
者
と
な
り
、
平
成
十
七

年
分
の
消
費
税
の
申
告
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
新
た
に
消
費
税
の

課
税
事
業
者
と
な
る
方
は
、
速
や
か

に
「
課
税
事
業
者
届
出
書
」
を
提
出

し
て
下
さ
い
。

事
業
者
の
皆
さ
ん
が
期
限
内
に
納

め
る
た
め
に
は
、

①
い
ざ
納
付
と
い
う
と
き
に
資
金
不

足
と
な
ら
な
い
よ
う
納
税
資
金
の

積
み
立
て
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

②
税
務
署
や
金
融
機
関
に
行
か
な
く

て
も
納
税
で
き
る
安
全
・
便
利
な

振
替
納
税
を
ご
利
用
下
さ
い
。

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
://w
w
w
.n
ta.go

.jp
)

又
は
、
留
萌
税
務
署
個
人
課
税
部
門

（
℡
〇
一
六
四
―
四
二
―
〇
六
六
三)

ま
で
お
尋
ね
下
さ
い
。

町
総
務
財
政
課
税
務
係
で
は
、
次

の
と
お
り
所
得
税
確
定
申
告
書
の
記

載
指
導
を
行
い
ま
す
の
で
、
申
告
が

必
要
な
方
は
、
ご
利
用
願
い
ま
す
。

◇
日
程
及
び
場
所

２
月
９
日
（
木
）
９
時
〜
18
時

苫
前
町
役
場
大
会
議
室

２
月
10
日
（
金
）
９
時
〜
18
時

町
公
民
館
農
村
研
修
室

◇
持
参
す
る
も
の

①
賃
金
・
給
料
等
及
び
年
金
等
の
源

泉
徴
収
票
、
②
印
鑑
、
③
保
険
会
社

や
郵
便
局
な
ど
が
発
行
し
た
生
命
・

損
害
保
険
料
等
の
払
込
証
明
書
、
④

医
療
費
領
収
書
、
⑤
健
康
保
険
証
、

個
人
事
業
者
の
皆
さ
ん

売
上
一
、
〇
〇
〇
万
円
超
え
て
ま
せ
ん
か
？

戸
籍
の
小
箱

慎
ん
で
お
悔
み

申
し
上
げ
ま
す

林
　
　
秀
克
（
55
歳
）
11
月
18
日

苫
　
前

古
谷
　
高
尾
（
93
歳
）
12
月
６
日

豊
　
浦

氏
名

年
齢

住
所

死
亡
日

１１０番は、事件・事故などが発生した場合
に警察へ緊急通報するための電話です。
電話に出た警察官の質問に、あわてず落ち着
いて正しく答えて下さい。
携帯電話で１１０番する場合、移動している
と通話が途切れることがありますし、車を運転
しながらの通報では法令違反となります。必ず
安全な場所に停車して通報して下さい。また、
警察官が早く現場に臨場できるよう、その場所
の住所や付近の目標となる建物などを正しく伝
えて下さい。

耳や言葉の不自由な方が携帯電話のＥメール
機能を利用して緊急通報するシステムです。通
報するときは、事件・事故の内容のほか、詳し
い場所、目標物とメールアドレスを正しく入力
して下さい。
急を要しない相談や照会は、警察相談電話＃
９１１０または最寄の警察
署・交番・駐在所へお問合せ
下さい。

住まいる
ス マ イ ル

情報
I n f o r m a t i o n
住まいる
ス マ イ ル

情報

急ぐほど　正しく　はっきり　110番

1月10日は「110番の日」です
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ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す

各
町
内
会
等
へ
の
寄
付

（
古
丹
別
町
内
会
・
苫
前
町
遺
族
会
へ
）

○
古
丹
別
　
福
　
原
　
富
　
吉
　
様

（
九
重
町
内
会
・
九
重
白
葉
会
へ
）

○
九
　
重
　
開
　
発
　
百
合
子
　
様

気
象
台
一
口
メ
モ
「
大
雪
」

確
定
申
告
の
お
知
ら
せ

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
冬
を
迎
え
、

雪
の
シ
ー
ズ
ン
到
来
で
す
。
旭
川
の

年
間
降
雪
量
は
七
五
六
　
。
冬
期
間

の
月
別
降
雪
量
は
、
十
一
月
一
一
四
　

、
十
二
月
一
九
一
　
、
一
月
一
七

四
　
、
二
月
一
三
一
　
、
三
月
一
一

六
　
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
羽
幌
の
年
間
降
雪
量
は
七

二
五
　
で
旭
川
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す

が
、
最
も
多
い
の
は
一
月
の
二
〇
八
　

と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ
れ

ま
で
に
一
日
の
降
雪
量
と
し
て
最
も

多
い
記
録
は
、
羽
幌
で
六
六
　
（
一

九
八
〇
年
）
で
す
。

気
象
台
で
は
、
留
萌
地
方
で
十
二

時
間
に
三
〇
　
以
上
の
降
雪
が
予
想

さ
れ
る
場
合
に
「
大
雪
注
意
報
」
を
、

十
二
時
間
に
五
〇
　
以
上
の
降
雪
が

予
想
さ
れ
る
場
合
に
「
大
雪
警
報
」

を
発
表
し
、
大
雪
に
よ
る
交
通
障
害

や
吹
き
溜
ま
り
へ
の
注
意
や
警
戒
を

呼
び
か
け
ま
す
。

注
意
報
や
警
報
な
ど
の
気
象
情
報

は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
ほ
か
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
で

も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

旭
川
地
方
気
象
台

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://sapporo-jm
a.go.jp/

ah/asahika/w
eb/asa-index.htm

l

問
い
合
わ
せ
先

旭
川
地
方
気
象
台
防
災
業
務
課
ま
で

電
話
〇
一
六
六
―
三
二
―
七
一
〇
二

セ
ン
チ

セ
ン
チセ

ン
チ

セ
ン
チ

セ
ン
チ

セ
ン
チ

セ
ン
チ

セ
ン
チ セ

ン
チ

セ
ン
チ

聴覚障害者用メール110番

110番の正しい利用を
おねがいいたします。

益
　
田
　
博
　
幸
（
羽
幌
町
）
上
　
牧
　
真
　
澄
（
古
丹
別
）

氏
名（
夫
）

住
所

氏
名（
妻
）

住
所

末
長
く
お
幸
せ
に
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劇
団
「
井
の
中
の
カ
ワ
ズ
た
ち
」

の
舞
台
「
牝
熊
」
が
、
十
二
月
十
七

日
公
民
館
講
堂
で
公
演
さ
れ
、
多
く

の
町
民
へ
希
望
と
勇
気
を
与
え
た
。

会
場
に
は
、
復
活
と
な
る
こ
の
舞

台
に
町
内
外
か
ら
三
百
八
十
名
が
来

場
。
昭
和
三
十
年
代
の
山
奥
の
造
材

古丹別の五反田久さん宅では、
毎年、イルミネーションで街を
明るくし、通りがかりの方や子
どもたちに大人気。
五反田さんのイルミネーショ
ンは、今年で６年目。旭川市な
どでの住宅のイルミネーション
を参考に、毎年電球を入れ替え、
総数も２万個を突破。今年は新
品種の青く光るＬＥＤ電球を購
入。通常の電球よりも３分の１
の電力で賄える。飾りつけも、
庭の中に汽車にスノーマン（雪
だるま）を連ね、電車ごっこを
している風景が作り出され、遊
び心もいっぱい。
最近では、イルミネーション
を飾る家庭も増え、その取り組
みが町内に広がり、地域の方々
を楽しませている。五反田さん
のイルミネーションは、１月い
っぱい飾られる予定。

飯
場
で
の
恋
愛
物
語
が
見
事
に
演
出

さ
れ
、
来
場
者
は
笑
い
と
涙
で
舞
台

に
共
感
し
、
舞
台
に
釘
付
け
。
出
演

者
は
、
八
年
ぶ
り
の
舞
台
に
緊
張
の

面
持
ち
で
、
主
役
「
お
た
き
」
か
ら
青

年
「
高
木
」
へ
の
お
金
を
渡
す
シ
ー

ン
に
は
、
会
場
か
ら
涙
声
が
聞
か
れ

「
素
晴
ら
し
い
舞
台
。
感
動
を
あ
り
が

と
う
」
と
の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
た
。

ま
た
、
舞
台
に
は
劇
団
を
発
足
さ
せ

た
当
時
の
公
民
館
長
で
あ
る
湯
田
克

衛
さ
ん
（
留
萌
市
在
住
）
も
駆
け
つ

け
、「
昨
年
十
二
月
の
劇
団
復
活
が
、

大
き
な
手
術
を
乗
り
越
え
る
勇
気
を

与
え
て
く
れ
た
。
す
ば
ら
し
い
出
来

で
す
」と
、
こ
の
復
活
公
演
を
喜
ん
だ
。

人
口
四
千
人
の
小
さ
な
町
で
の
町
民

劇
団
。
手
づ
く
り
の
舞
台
を
完
成
さ

せ
、
そ
の
熱
意
と
勇
気
は
、
町
民
へ

の
励
ま
し
と
な
り
、
次
の
公
演
へ
の

期
待
も
膨
ら
ん
で
い
た
。

十
二
月
十
一
日
古
丹
別
神
社
に
お

い
て
国
有
林
退
職
者
協
議
会
古
丹
別

支
部
（
谷
口
順
清
支
部
長
）
が
、
恒

例
の
し
め
縄
づ
く
り
を
実
施
。
冷
た

い
風
が
吹
き
付
け
る
中
、
会
員
十
六

名
が
稲
わ
ら
を
よ
り
合
わ
せ
、
長
さ

十
二
　
に
お
よ
ぶ
し
め
縄
二
本
を
作

製
し
た
。

こ
の
し
め
縄
づ
く
り
は
、
旧
営
林

署
時
代
に
山
の
神
を
祭
る
作
業
の
経

験
が
活
か
さ
れ
、「
新
た
な
気
持
ち
で

新
年
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
毎
年
実
施

し
て
い
ま
す
」
と
、
こ
れ
ま
で
十
九

年
間
続
け
ら
れ
、
稲
わ
ら
は
地
元
農

家
か
ら
提
供
を
受
け
て
い
る
。

こ
の
し
め
縄
は
、
十
二
月
三
十
一

日
に
古
丹
別
神
社
の
鳥
居
に
飾
ら
れ
、

初
詣
客
を
迎
え
る
。

十
二
月
十
日
と
ま
ま
え
温
泉

ふ
わ
っ
と
で
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会

と
豪
華
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
町

内
外
か
ら
三
百
名
が
訪
れ
、
楽

し
い
舞
台
と
抽
選
会
で
盛
り
上

が
っ
た
。

カ
ラ
オ
ケ
に
は
羽
幌
町
の
ほ

か
深
川
や
滝
川
か
ら
も
参
加
。

華
や
か
な
着
物
姿
で
会
場
を
盛

り
上
げ
、
審
査
員
と
な
っ
た
ジ

ャ
ン
ボ
秀
克
さ
ん
の
話
術
で
楽

し
い
ひ
と
時
と
な
っ
た
。

会場を沸かせたこまどり姉妹

完成したフラワーアレンジに大満足の参加者たち 寒さの中、しめ縄づくりをする林退協会員

今
年
も
見
事
な
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

ふ
わ
っ
と
ホ
ー
ル
に

三
〇
〇
名

し
め
縄
づ
く
り
で

初
詣
準
備
万
端
！

十
一
月
二
十
九
、
三
十
日
の
二
日

間
、
成
人
講
座
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
教
室
が
行
わ
れ
、
女
性
二
十

一
名
が
参
加
。
家
庭
で
部
屋
な
ど
を

彩
る
生
花
の
ア
レ
ン
ジ
を
体
験
し
た
。

講
師
に
は
、
日
本
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ

イ
ナ
ー
協
会
二
級
の
安
藤
麻
里
さ
ん

（
図
書
室
司
書
）
が
務
め
、
欧
米
で
の

フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
と
日
本
の
生
花

の
歴
史
な
ど
を
説
明
。
フ
ラ
ワ
ー
デ

ザ
イ
ン
は
、
き
ま
り
に
と
ら
わ
れ
ず

テ
ー
ブ
ル
や
玄
関
な
ど
あ
ら
ゆ
る
室

内
装
飾
と
調
和
を
と
る
も
の
。
ガ
ー

ベ
ラ
や
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
な
ど
の
生
花

を
松
ぼ
っ
く
り
や
レ
モ
ン
リ
ー
フ
で

飾
り
付
け
た
。

参
加
者
は
、「
託
児
所
も
設
け
ら
れ
、

ゆ
っ
く
り
と
体
験
で
き
ま
す
」
と
好

評
で
、
来
年
は
、
正
月
飾
り
の
要
望

も
で
て
い
た
。

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

成
人
講
座

メ
ー
ト
ル
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風力発電の売電状況
（町営分）

17年の実績（１～11月分）
４３，８６３，５４５円

平成17年11月分の実績
・供給電力量

５１３，４８０ｋＷｈ
６，４４２，８９０円

（設備利用率３２．４２％）

このコーナーは、町内の保
育所（園）や小中学校の園
児や児童生徒の作品を紹介
します。ひとりでも多くの
作品を紹介したいと思って
います。
２月号の予定は苫前中学校
の生徒のみなさんです。

古丹別中学校生徒の作品

ちびっこギャラリー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ちびっこギャラリーちびっこギャラリー

『CDラック』

ニス塗りが上
手くいきまし
た。

１年

成田　裕也くん

『 本 棚 』

ニス塗りが大
変だったけど、
上手くできて
よかったです。

１年

水野　竜太くん

『 本 棚 』

木を切るのが
大変でした。

１年

立石　大地くん

『 本 立 て 』

ニス塗りが大変だ
った。

１年

鈴木　駿樹くん

『 本 立 て 』

ニス塗りで隙間を
塗るのが大変だっ
たけど、うまくで
きました。 １年

伊藤啓一郎くん

『 本 立 て 』

木を切るのがうま
くできてよかった。

１年

玉川　雄也くん

『ブックエンド』

ニス塗りが難しか
ったけど、うまく
できてよかったで
す。 １年

太田　俊哉くん

『マガジンラック』

曲線を作るのが難
しかったです。

１年

逢坂　拓人くん

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
▽
う
る
う
秒
を
ご
存
知
で

す
か
？
▽
２
０
０
６
年
１
月
１
日
午

前
８
時
５
９
分
５
９
秒
の
後
に
時
刻

調
整
の
た
め
１
秒
間
の
「
う
る
う
秒
」

が
挿
入
さ
れ
ま
す
。
▽
こ
れ
は
、
日

常
使
わ
れ
る
原
子
時
に
よ
る
世
界
の

標
準
時
と
不
規
則
な
地
球
の
回
転
を

も
と
に
す
る
天
文
時
の
誤
差
を
解
消

す
る
も
の
で
、
１
９
９
９
年
１
月
以

来
、
７
年
ぶ
り
の
調
整
と
な
る
。
▽

地
球
は
約
５
０
年
で
３
２
秒
ぶ
ん
回

転
ス
ピ
ー
ド
が
遅
く
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
原
因
に
は
、
地
球
温
暖
化

や
地
球
の
形
状
の
変
化
な
ど
自
然
環

境
の
変
化
が
原
因
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
▽
う
る
う
秒
挿
入
後
の
正
し
い

時
刻
は
、
各
放
送
局
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど

の
時
刻
の
お
知
ら
せ
サ
ー
ビ
ス
で
ご

確
認
下
さ
い
。
▽
新
し
い
時
刻
で
、

新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
！

編

集

雑

記

帳


